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数詞のアクセントを通してみた喜界島語彙の音韻特徴1 
松森� 晶子�

 

�

１� 琉球祖語の名詞アクセントの３つの系列�

琉球諸方言は、今日のように様々な体系に分岐・発達する前（琉球祖語）の段階で、そ

の名詞のアクセントに（少なくとも）３つの型を持った体系であることが、現在までに分

かっている。ここではその３種のアクセントの区別を、それぞれ「Ａ系列，Ｂ系列，Ｃ系

列」と呼んで議論を進めることにしよう。�

各系列に属す代表的な語を、現在の喜界島の赤連方言と沖縄本島中部の金武
き ん

方言の例を

用いて示すと、次のようになる。（カッコ内の語形は � つ目が赤連方言、二つ目が金武方言

の例である。）�

�

（１）３つの系列の代表的な語例��喜界島赤連、沖縄本島金武��

(本土の類別語彙と音の対応がみられると思われる単語は、下線で示した。) 

Ａ系列：夫（wutu, utu）、煙(hibusji, kibusji)、子(k’aR, kwaR)、鮫㻛草履
ぞ う り

(saba, saba)、㻌

空（tiNtoR, tiNto）、妻（tuzji, tuzji）、棘
とげ

(njinji, Nzji)、洞窟(gama, gama)、㻌

友(dusji, duRsji)、匂い(hada, kazja)、にんにく(hiru, hiru)、膝小僧（t’ubusji, 

 suNji）、へそ（Fusu, Fusu）、ほくろ（ada, aza）、目上の人（sjida, sjiRzja）、㻌

東(agari,㻌agari)、北(nisji, nisji)㻌 㻌 㻛㻌 㻌血（cjiR, sjiR）、帆（FuR, FuR）、㻌

烏賊(ika, icja)、㻌石(isji, isji)、上㻌 (wiR, wiR)、魚(iju, juR㻕、牛（usji, usji）、㻌

音(utu, utu)、風（hadi, kazji）、紙（habi, kabi）、傷（cjidu, kizju）、㻌

牙（kiba, sjiRba）、口（k’ucji, kucji）、腰・背中(husji, kusji)、酒（seR, saki）、㻌

下(s’a, sjicja)、袖（sudi, sudi）、箱（haku, haku）、鼻（hana, hana）、㻌

羽（hanI, hani）、人(c’juR, cjuR)、水（midu,㻌mizu）㻌

Ｂ系列：㻌家(jaR, jaR)、㻌鱗
うろこ

㻛ふけ(iQki, iricjiR)、㻌男（jiNnga. ikigaR）、女（wunangu,  

inaguR ）、雷・稲光 (haNnari, kaNnamiR)、着物 (kiN, sjinuR)、櫛
く し

(sabacji, 
sabacjiR)、去年（hudu, kuRzjui）、砂糖黍(wuni, wuRzjiR)、㻌潮(usu, uRsuR)、

                                                   
1 草稿を詳細に検討し、多くの有益なコメントを下さったウェイン・ローレンス氏に心より感
謝いたします。（しかし本稿の不備は、もちろんすべて著者の責任である。）  
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の る家 （toRgura, tuNgwaR）、 (suni, suRniR)、 (toR, taRkuR)、

土(micja, NRcjaR)、 (zjimami, zjiRmaRmiR)、 （sjisji, sjiRsjiR）、
にら

（bira, biRraR)、 （madu, maRduR）㻌 㻛㻌 （hiR, kiR）、目(miR, miR)、 （tiR, 

tiR）、 （ami, aRmiR）、 （ami, aRmiR）、 （ita, iRtaR）、 (iru, iRruR)、

・ （hasa, kaRsaR）、 （hata, kaRtaR）、 （k umu, kuRmuR）、 (humi, 

kuRmiR)、島（sjima, sjiRmaR）、 （sjiru, sjiRruR）、
の

（cunu, sjuRnuR）、
（cura, suraR）、 （hana, haRnaR）、 (wata, waRtaR)、 （mami, maRmiR）、

（misu, miRsuR）、 （mimi, miRmiR）、 （muni, muRzjiR）、 （jama, 

jaRmaR ） 、 （ hamiR, kaRmiR ） 、 （ nada, naRdaR ） 、 （ kangami, 

kagamiR ） 、 （ hasami, hasamiR ） 、 （ aNda, aNdaR ） 、 （ maQka, 

maQkwaR）、 （kujumi, kujumiR）㻌

系列：㻌 （utungeR, utuge )、 㻌 (gazjami, gazjamu)、㻌 と(aduR, aRduR)、㻌

ん し(giRFaR, zjiRha)、 の (tiru, tiRru)、㻌 （adumu, azjumu）、㻌

年（kuNdu, kuNdu）、子 （warabi, warabi）、腰 り(gamaku, gamaku)、㻌

砂糖(sataR, saRta)、
る

・ (soRki, soRki)、 (tida, tiRda)、 (hungaR,  
kuRga)、㻌たんこ （gabuR, guRFu）、 (gusani, gusanu)、 し く（nIbu,  

niRbu）、 （udu, uRdu）、水 り・ （humuri, kumui）、 年（jani, jaRni） 㻛㻌 㻌

(hami, kaRmi)、 (numi, nuRmi)、 （hama, haRma）、 （Funi, FuRni）、㻌

(icjuR, iRcju)、㻌 （usu, uRsu）、 （umi, miR）、 （wiR, wuRki）、㻌

（kangi, kaRgi）、 （kui, kwiR）、 （cuju, suRju）、 （nabi, naRbi）、㻌

（hari, haRi）、 （FunI, FuRni）、 （macu, maRcju）、 （FuQku,  

FuQkui）、 （kusuri, kusui）、 （tareR, taRre）、 （haRja, haRja）、㻌

（hateR, hataki）、㻌

㻌

沖縄本島の金武方言では、この３つの系列の語 はそれぞれ なるアクセント型で 現

する。つまり金武方言では、琉球祖語か き い ３種のアクセントの区別が、現代に

るまで保たれているのである。また、 の沖 部島 島の諸方言でも、祖語に

存在していたと れる３つの系列のアクセントの区別が、現代に るまで 的 に

保たれている。�

現代喜界島には、この３種 の区別のすべてを、現代に るまで保存している方言は存

在しない。これまでの研究か 、喜界島ではその とん の で 種のアクセント型の
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区別があることが分かっているが、これ 喜界島の「 型アクセント体系」では、 の

でも、 の３つの系列のうちの れか つが合 してしまっていることが分かってい

る。�

しかし、喜界島諸方言の な は、その合 の 方が方言によって なるという で

ある。たと 、今 、調査した の中でも と では、Ｂ系列とＣ系列が合

して とつのアクセント型になってしまい、「Ａ� �ＢＣ」�のような 立を示す イ

の体系になっている。これに し、それ の （中 、 、 、 、 な

）では、Ａ系列とＢ系列が合 して とつのアクセント型になり、「ＡＢ� �Ｃ」のよう

な 立の イ の体系になっている。 をまとめて すると次のようになる。 �

 
（ ）喜界島の 型アクセントの形  
 

                          , 中 イ  
 
 

系列       系列      系列       語の のアクセント 

 

 
 

                             、  
 
 
このこと ら、喜界島が の うに とに る に る の の 系（喜界

島 語）では、 語 ら い の系列のアクセントの 別が、 そらく、 た

れていた ろう、という がで る。 

た、（ ）の う 語彙の の の いを して の喜界島 の を 、

単語のそれぞれに いて、それが喜界島 語の で していた のアクセント の

の に していた を、 ることがで る。 （ ）では、小 と の を通

て、その う みを ている。 

 
 

� 詞のアクセントの系列�

１� 詞�

さて、「 とつ、 たつ、 っつ 」、「 とり、 たり 」のような、ものを る

に 用する 詞のアクセントが、琉球各 できれいな を ることはローレンス
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（����）がすでに している。�

沖 部島 島といった、琉球祖語の � 系列の区別を現在も 的、 に保って

いる方言を がかりにして、各 詞が琉球祖語に いて、 に べた系列のうちの れに

属しているかを して ると、「 とつ」はＣ系列、「 たつ、 っつ、よっつ、 っつ、

っつ、と 」はＡ系列、「いつつ、ななつ、ここのつ」はＢ系列、ということになる。�� こ

のことを するために、これまで の調査した沖 部島 名方言と 名方言の例を

下に示す。 名方言の例は、 言い り形の に、 詞の QX をつ て「 がある、

が る」のように発 しても った形 （ 形）のアクセントも調査したので、こ

こに る。（な 、 名方言については ������も した。）�

�

（３）日本祖語系 詞の琉球祖語に る系列と現代３型アクセントの例  
          系列別     沖 部島 名方言    沖 部島 名方言  
                       形             形  詞 形  

１ とつ    Ｃ系列    tiRcji          ’iRcji    ’iRcji nu  
たつ    Ａ系列       taRcji           ’aRcji   ’aRcjinu  

３ っつ    Ａ系列      miRcji         miRcji   miRcji nu  
よっつ     Ａ系列       juRcji           juRcji    juRcji nu  
いつつ     Ｂ系列      icjicjiR          icjicjiR   icjicji nu  
っつ     Ａ系列      muRcji         muRcji   muRcji nu  

ななつ    Ｂ系列       nanacjiR        nanacjiR  nanacjinu  
っつ    Ａ系列       jaRcji           jaRcji    jaRcji nu  

ここのつ  Ｂ系列       kunucjiR        kunucjiR  kunucji nu  
１ と      Ａ系列      tuR             tuR      tuR nu  

 
たと 名方言では、「１つ」（Ｃ系列）のアクセントは語 が い 調（ ）とな

り、 のような型（ は い 調を示す）であるのに し、「 つ、３つ、 つ、 つ、

つ」（Ａ系列）は、 い 調が語 まで く のような型である。これに し「 つ、

つ、 つ」（Ｂ系列）は、「１つ」と 様に が く るの が、その い 調は「１

つ」と って、語 の ー を き すことによって 現する。したがって「 つ、

                                                   
 ローレンス������は、祖語の 詞に つの イ の型の区別があったとしているが、 は、�

日本祖語の 詞には３つの型（�「１」� �「 、３、 、 、 、１ 」� �「 、 、 」�

が存在していたことが琉球の � 型アクセント体系を に検討すると分かる。（ちな に本

の 別語 では、「 とつ」は（３ 語） � 、「 たつ、 っつ、よっつ、 っつ」は �

、「いつつ、ななつ」は � となっている。したがって本 の方言でも、� 語の � と

の いが保たれている現代方言では、「 とつ」と「いつつ、ななつ」も なるアクセ

ント型で 現する がある。）  
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つ、 つ」は、語 が 調の のような型である。�

方、 名方言でも、「１つ」と「 つ、 つ、 つ」の型の区別ははっきり保たれて

いる。「１つ」の語 の下がり目は１ 目にある（t’i R cji） のに して、「 つ、 つ、

つ」の下がり目は icji cji R の うに、 目にあるか である。�

的に琉球祖語の３つの系列（Ａ，Ｂ，Ｃ系列）の区別が保たれている方言では、「１

つ、 つ 」という 詞のアクセントにも３つの型が 現する。そして、その 詞は、Ａ、

Ｂ、Ｃ系列に、次のように分 している。�

�

（ ）琉球の 型アクセント体系に る 詞の分 �

㻌

Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 系列㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 つ、３つ、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 つ、 つ 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 つ、 つ、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 つ                     １つ  

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 つ、１ 㻌

㻌

㻌

さて、喜界島のような 型アクセント体系では、 詞は のような 現の 方をする

ろうか。�

少なくとも現段階での が、 的に、現代の琉球方言の 型アクセント体系では、

その名詞のアクセントの合 の 方と、 詞のアクセントとには、 が れると

れる。�

たと 、名詞のアクセントが「ＡＢ� �Ｃ」のような合 を た方言（たと 喜

界島の 、中 、 、 、 島の な ）では、（ ）のように「１

つ」 の 詞が合 して とつの型となってしまい、「１つ」 が の 詞とは別の

型に属すということが される。�

 
（ ）  

 
㻌 㻌Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 系列㻌

      � つ、３つ、���������� つ、 つ��������������１つ�

������ つ、 つ、������������ つ�

������ つ、１ �

 
 
これに して、名詞のアクセントが�「Ａ� �ＢＣ」�のような合 を た方言（たと
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喜界島の 、 島諸方言な ）では、「 つ、 つ、 つ」と「１

つ」が合 して とつの型となり、その の 詞「 つ、３つ、 つ、 つ、 つ、１ 」

と 立していることが される。したがって、次のようにアクセントの型が合 してい

ることが される。�

（ ）  
㻌 㻌Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 系列㻌

      つ、３つ、���������������� つ、 つ����������１つ�

������� つ、 つ、����������������� つ�

���� つ、�１ �

�

�

ところで、琉球各 の 詞のアクセントは、本 諸方言ともきれいな を ている

ことは、すでにローレンス（����）の にあると りである。�

ちな に 方言を例にとって すると、「１つ、 つ 」のような 詞は、「１つ、

つ、 つ、 つ」 「 つ、３つ、 つ、 つ、 つ」というような合 を て り、

それぞれ なる型に分かれて 現する。前者は、 型「 と つ、いつ つ、なな つ、

ここ のつ」で 現し、 者は 型「 たつ、 っつ、よっつ、 っつ、 っつ」にな

る。�（な か では「１ 」 が、 されるような 型でなく「と 」のよう

に 型で 現して例 となっているが、その は不 である。）�

 
（ ） 方言の 詞の型の い(カッコ内の は 別) 
 

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

たつ（ ）、 っつ（ ）、          いつ ’つ（ ）、なな ’つ（ ）  
よっつ（ ）、 っつ（ ）、            ここ ’のつ、  

っつ（ ）                        と ’つ（ ）、と ’  

                                                   
��た しすべての 詞にこのような いが 現するとは ない。たと 詞 � 「日

（か）」が くと、「（ついたち）、 つか、 っか、よっか、いつか、 いか、なのか、よう

か、ここのか、と か」のように、 の もすべて 型になってしまう。これとは に、

「月」が くと、「 と つき、 た つき、 つき、よ つき」のように、すべて 型

になる。これは、 「日（カ）」「月」の持つ によるものと れるが、このよう

な によるアクセント型の いを各 の方言で して くことは、今 の 研究の

ー の とつである。�
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このように、本 の諸方言ともアクセントがきれいに するという は、このよう

な 詞が（琉球も めた）日本語の祖 つまり「日本祖語」 か き がれて、現在

に ったものであることを している（ローレンス ����）。� �

ところで「 とつ、 たつ 」のような 詞は、「いち、にー、さん 」と る 語

系の 詞と して、よく「 語系の 詞」と呼 れることがあるが、 のように、こ

れが琉球と本 の諸方言が分岐する前の段階か 存在していたことをも あ ると、

これを「 語系」と呼 のは しくない。そこで、ここではこれ を、「日本祖語系

詞」というように呼 代 て、議論を進めることにしよう。�

 
 

� 詞�

方、 を る「 とり、 たり 」のような 詞は うであろうか。� �

本 諸方言では、「 とり、 たり 」のように を る 合、 中か 語系の

詞に き ってしまうことが多い。たと 方言では、「 とり」と「 たり」には

日本祖語系 詞を 用するの が、３ になると、（ ）にあるように「さんにん、よ

にん、 にん、ろくにん、しちにん、はちにん、くにん、 うにん」のように 語系

詞が れるのである。 ��

�

（ ）日本祖語系 詞の 方言に る 現�

系列別（ 別）��D� 形� 体を る������E�� 形� を る��  

１ �& 系列� ）������ と つ������� と り��

�$ 系列（ ）������ たつ�������� たり�

３ �$ 系列（ ）����� っつ�������� （さんにん）�

�$ 系列（ ）����� よっつ�������� � （よにん）�

�% 系列（ ）���� いつ つ������� � （ にん）�

�$ 系列（ ）���� っつ������� � （ろくにん）�

                                                   
�� では「� 」の 部分「 」 が、 される 語系語 の「し」ではなく、日

本祖語系の語 「よ」になっている。「 」との連 を するものであろう。�
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�% 系列（ ）����� なな つ������� � （しちにん）�

�$ 系列（ ）��� っつ�������� � （はちにん）  

% 系列     ここ’の         （くにん、 うにん） 

１ $ 系列          と’           （ うにん） 

 
さて、今 の喜界島調査では、 を る 詞に して いことが分かった。本 諸

方言と って喜界島には、 語系ではなく、日本祖語系 詞が tɕuri （ とり）、 ’ari�（
たり）の な 、mitɕari（３ ）、 jutari（ ）、Ɂitutari（ ） （ の例）

のように、「� 」 にも れる が あったのである。 ��

�

�

３� 詞アクセント �

さて、名詞が「ＡＢ� �Ｃ」のような合 を た （ 、 、 、 な ）

では、「１つ」 が別の型になり、「 つ、３つ、 つ、 つ、 つ、 つ、 つ、 つ、

と 」な が、すべて 型になってしまうのではないかという を、すでに（�）でた

てた。その は たったの が、 とつ 例 があり、それは「 つ」であった。�

今 の喜界島調査では、このような「ＡＢ� �Ｃ」 イ の方言の中か 、 に 、

中 、 、 、 、 に いて「 とつ、 たつ 」の 詞を詳細に調査できたの

で、その を���に示そう。ここで に 目して しいのは、下 部である。�

 

（ ）喜界島に る日本祖語系 詞のアクセント �（ 体を る 詞の 合）�

������� 中 ��������� ������� ・ ���� �

１ とつ㻌 㻌 㻌 ’i tu������ ’i tu������ ’i tu������� ’i tsu      ’i tsu�

たつ�㻌 㻌 ’a tu㻌 㻌 㻌 㻌  ’a ’u㻌 㻌 㻌 㻌 ’a tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ’a tsu㻌 㻌 㻌 㻌 ’a tsu㻌

３ っつ��㻌 mi tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi ’u㻌 㻌 㻌 㻌 mi tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi tsu㻌 㻌   mi tsu㻌 㻌 㻌

                                                   
� に、 の多くの琉球方言では、「� 」までは tɕuri（１ ）、 ’a i（� ）、mitɕari（３ ）、

jutari（ ）のように日本祖語系 詞を うものの、「 」 になると�guniN( ) の

ように 語系を う が多いとされている。しかし喜界島 の琉球諸 でも、ま 「�

」 の 詞に日本祖語系 詞が れ ている が あると れ、詳細な調査

が される。また、 ������の たように、 の 「 日」「 月」「 」な の

形 も調査し、各 とにそのそれぞれについて、 の に るまで日本祖語系 詞が
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よっつ��㻌 ju tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju ’u㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju tsu     ju tsu㻌

いつつ�㻌 㻌 Ɂi tu tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ɂi tu ’u㻌 㻌 㻌 㻌 Ɂi tu tu    Ɂi tsu tsu㻌 㻌 Ɂi tsu tsu 

っつ�㻌 㻌 mu tu㻌 㻌 㻌 㻌 mu ’u㻌 㻌 㻌 mu tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mu t u   mu t u㻌 㻌 㻌

ななつ�㻌 㻌 na na tu㻌 㻌 㻌 na na ’u㻌 㻌 na na tu㻌 㻌 㻌 na na tsu㻌 㻌 na na tsu㻌

っつ��㻌 ja tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja ’u㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja tsu㻌 㻌 㻌 㻌 ja tsu 

ここのつ 㻌khu nu tu㻌 㻌 khu nu ’u㻌 㻌 khu nu tu㻌 㻌 ku nu tsu khu nu tsu㻌

１ と ���㻌 thu 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌thu 㻌 㻌 㻌 㻌 thu 㻌

�

この表に れたすべての方言で、「１つ」は下がって るアクセント型（ 型）

なのに して、「 つ、３つ、 つ、 つ、 つ、 つ、 つ、と 」は がって るア

クセント型（+/+ 型、あるいは /+ 型）であることが（ ）か 分かる。つまり り、

これ の方言では、「１つ」 「 つ、３つ、 つ、 つ、 つ、 つ、 つ、と 」とい

うようなアクセントの型の いが れた。�

しかし、 は「 つ」である。（�）によれ 、この「 つ」には、「 つ、 つ」と

ような型が 現しな れ な ない。したがって、たと を例にとると、「

つ」には、 つ（Ɂi tu tu�） つ（na na tu�） 様、+/+ のように がって るアク

セント型が 現し、khu nu tu�、あるいは�khu nu tu のような型で 現することが

される。�

しかしこの に して「 つ」は、「１つ」 ’i u と 様、下がって る型で 現し、

kKu nu tu（+/+/）のようなアクセントになっていることが した。したがって、次の

ような に ったのである。�

�

（ ） 
 

（上が て わる ）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （下が て わる ）㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻞 つ、㻟 つ、㻠 つ、㻢 つ、㻤 つ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻝 つ（Ｃ系列）㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻔 Ａ系列㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻥 つ（Ｂ系列）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻡 つ、㻣 つ（ Ｂ系列） 㻌

�

�

                                                                                                                                                               
るかを検討して くことは、琉球 研究の な の とつである。�
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�

この「 つ」のアクセントの例 は、 体 のような によるもの ろうか。この

についての は、次 （ ）で うこととする。�

�

さて、次に を る日本祖語系 詞「 とり、 たり 」のアクセントを て よう。

今 の調査でこの形 を詳しく調べることができたのは、 、中 、 の３ で

あるが、その調査 は次の表の りである。�

（ ）㻌 喜界島に ける 本 語系数詞のアクセント㻌 㻌 （人を数 る数詞の ）㻌

上 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 中 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 とり㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tɕu ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tɕu i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tV u i�

㻌 㻌 㻌ふたり㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  ’a ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌   ’a i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ’a i㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mi tɕa ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mi tɕa i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi tɕa i㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju ta ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju t’a i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju t’a i㻌  㻌

㻌 㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 � Ɂi tu ta ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 � Ɂi tu ’a i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 �Ɂi tsu ’a i㻌 㻌  

㻌 㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  mu ta ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mu ’a i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mu t’a i㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  na na ta ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 na na ’a i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 na na ’a i㻌

㻌 㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja ta ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja ta i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  ja ta i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 khu nu ta ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ku nu ta i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ku nu t’a i㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu ta ri 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

 
に下 部に 目して しい。 （�）では、「� 」 が 立した型になり、「�

、� 、� 、� 、� 、� 、� 、� 、�� 」な は、すべて 型になってしま

うのではないかということであった。しかし は、 に して、tɕu ri（ とり）の

に、�Ɂi tu ta ri（� ）、�na na ta ri�（� ）、khu nu ta ri （� ）な も、下がっ

て る型（ ）となって 現したのである。 ��

つまり、 を る 詞は、 、中 、 で、( ) のような合 を ているこ

とが分かった。�

                                                   
 な か中 の「 」 が、 される mu ’a i では く mu ’a i の う アクセント で
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（1 ）  
㻌

（上が て わる ）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 、 （下が て わる ）㻌 㻌

人、 人、 人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 人（ 系列）㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 人、 人㻔 上Ａ系列㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 人、㻌 人、㻌 人㻔 上Ｂ系列㻕㻌

�

�

�

この（��）を ると、あたかも「琉球祖語」のＡ系列とＢ・Ｃ系列の いが、喜界島で、

を る 詞に って保たれているように る。つまり、（��）の � では、 名

詞は「ＡＢ� �Ｃ」のような合 を たの が、この を る 詞に って「Ａ� �Ｂ

Ｃ」のようになっているように たのである。�

しかし、 はそうではないことが分かった。では、このように名詞が「ＡＢ� �Ｃ」

のような合 を た （ 、中 、 ）で、Ａ系列とＢ系列の を る 詞

が合 に、別の型に属しているという の は、いったい であろうか。�

次 では、この について ていくこととしよう。�

�

�

� 詞アクセントの の の �

さて、前 で した を く は、 語 体の さ（ ）にある。このことを

検 するために、し く 詞 の名詞のアクセント を検討して よう。�

松森������では、「ＡＢ� �Ｃ」 イ の合 を た赤連と、「Ａ� �ＢＣ」 イ の

合 を た の を 、 ち の イ の方言でも、 体の さが � ３

までの語 については、その 種のアクセント型に 的 ンスよく語 が所属してい

るのに し、 体が の さの語 になると、+/+/ というような を持ち、

語 が下がって るアクセント型の 語が、 方言ともに していくことを して

いる。�

たと （��）は、今 の喜界島合 調査によって で された、� の

さを持つ語を、そのアクセント型によって分 したものである。これを ると、++/+ のよ

うに語 が がって る型よりも、+/+/（++/+/）のように語 が下がって る型の

うが、その所属語 が多いことが分かる。�

�

�

                                                                                                                                                               
したが、この は で る。 
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（１３）㻌喜界島上嘉鉄方言の４拍以上の語彙の型とその所属語彙 㻌

○� ++/+型��（語末が上がって終わる型）��

hiza]ɕi[mu��脛�、�ju:]we[: �祝い�、�se:]mu[ri �結婚式�、�khogo]ta[na��小刀�、�

ma] ɕim[ma �昼�、 hammja]:[ri��雷�、�thin]to[: �空���

○� +/+/型���語末が下がって終わる型��

Ɂu]ta[je]:��顎�、�ni]bu[tu]:��おでき�、� t’u]m[be]:��唾�、�

 ja]:[nu]tɕu��家族�、so]:[de]: �兄弟�、�k’a]n[tɕa]:��子供達�、�

 haro]:[dʑi]:��親戚�、�se:]k’u[sa]: �大工さん�、Ɂa]m[ma]: �母�、�

 me]:[ra]bi��若い娘�、�gi]:[ha]:��かんざし�、�thi]nu[gu]i �手ぬぐい�、�

 na]ri[mu]N��果物�、�du]:[ɕi]:��雑炊�、thi]n[dʑo]: �天井�、��

ɕi]n[tɕi]N��便所�、sa]n[ɕi]n��三味線�、mun]nja[ra]:��麦わら�、�

�ɕima]ju[mi]ta��方言�、�sa]mba[ra]:��箕�、�o]:[da]: �運搬用モッコ�、�

su]:[ka]:��急須�、 mi]su[na]ti��一昨年��

㻔㻞㻜㻝㻝 年 㻥 月㻌国立国語研究所喜界島合同調査の結果から㻕㻌

このように、名詞の長さ（拍数）が４拍以上になると、この方言（上嘉鉄）では +/+/、

++/+/ のような語末が下がって終わる型を持つ単語の数が多くなっていき、これに対して

++/+、+++/+のような、語末が上がって終わるアクセント型を持つ単語の数が減っていく。�

つまり（少なくとも体言について言えば）、その拍数が長くなればなるほど +/+/パター

ンのほうが ++/+パターンよりも生産的になる、と言えるだろう。�

さらに、今回の調査で明らかになったのは、「Ａ�対�ＢＣ」タイプの合流を遂げた小野

津方言でも同様なことが言えるということである。すなわち、上嘉鉄方言で +/+/というリ

ズム構造で出現する多くの単語（すべてではない）が、小野津でも同じような構造で出現

したのである。たとえば、次のような単語がそれにあたる。�

�

（㻝㻠）喜界島小野津方言における 㻴㻸㻴㻸（㻴㻴㻸㻴㻸）のリズム構造を持つ語彙 㻌

nɪ]bu[tu]: (おでき)、 tsu]b[bë]: (唾)、 ja:]nin[dʑu]: (家族), kjo]:[de]: (兄弟)、 
k’wa]n[kja]: (子供達)、ɸa]ro:[dʑi]: (親戚)、 se:]ku[sa]: (大工さん)、 
Ɂa]m[ma]: (祖母の意味)、 du]:[ɕi]: (雑炊)、sa]n[ɕi]n (三味線)、 
sa]mba[ra]: (箕)、Ɂo]:[da]: (運搬用モッコ)、mi]tsuna[ti]: (一昨年) 

㻔㻞㻜㻝㻝 年 㻥 月㻌国立国語研究所喜界島合同調査の結果から㻕㻌 㻌

 
したがって、（１～３拍までの名詞についてだけ言えば、小野津と上嘉鉄のアクセント

型はかなり異なっているものの）�拍以上の単語になると、そのアクセント型が両者で似 
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ってくるのである。つまり、「ＡＢ� �Ｃ」「Ａ� �ＢＣ」の ち の合 イ の方言

に いても、 語が くなるにつれて +/+/（++/+/）の の 語が していく、

という い現 が かになった。�

これはま の段階に 、今 の調査によって していかな れ な ない

であるが、このように い 語に いて +/+/ のような語 が下がって るアクセント型

が多くなる、という は、この でなく、喜界島の について言

るのではない ろうか。つまり +/+/（++/+/、+++/+/）のように語 が下がって る型

が、喜界島 を て な ��松森 �����と れるが、これは、今 、

この の 語 語も 多く して検 していく がある。�

さ に言 、+/+/ 型の は、 合名詞のアクセントを する にも いている。

今 の喜界島調査では 合語の形 については調査することができなかったの が、�

の ���� 年の赤連方言のアクセント調査では、次のような 合語を して発 しても

ったところ、そのすべてが下がって るアクセント型（+/+/、++/+/ 型）で 現した。（ち

な にこの赤連も、 と 「ＡＢ� �Ｃ」 イ の合 を た方言である。）�

 
（1 ）赤連方言の 合語� � （���� 年３月赤連方言調査 か ）  

habi ba ku R ( )、hari ba ku R ( )、� �  
bintoR buQ ku R （ ）、juRbiN buQ ku R （ ）  
sjima muQ cji R (島 )、 mamI muQ cji R ( ) 、  

Futu muQ cji R (
よも

) 、guma muQ cji R ( ) 

hiru ba te R （にんにく ）、 hana ba te R （ ）、  

bira ba te R（
に

）、cjiuri ba te R ( ) 、 

guma ba te R（ ）、tuQsoR ba te R（
か ち

）  

 
この（��）に示された 合語の 部 のうち、「 」（ha ku, ha ku nga）は語 が

く る型（+/+ 型）で、「 」( FuQ ku, FuQku nga )、「 」�(muQ tji R, muQ tjiR nga�）、
「 」（ha te R, ha teR nga）は語 が下がって る型（/+/ 型）であるが、この方言の

合語アクセントはその 部 のアクセント型とは が れない。�

方、前部 のアクセント型がこれ の 合語のアクセント型を している で

もない。ちな にこれ 合語の前部 のアクセント型は、「 、 、島、 、にんに

く、 、
に

、 」がその 形が がって る型、「 、 、 、 、
か ち

」は
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形が下がって る型である。 ��

この 合語のアクセントにも、 そ く の喜界島の な が 現したも

のと れる。 合語は多くの 合、� の い語となるため、喜界島に る

の型が 現する が いの ろう。 �

、 型アクセント体系を持つ喜界島の語 の として、+/+/�++/+/�+++/+/�

という がもっとも 的であるという を った。この の

は、 に の い（ の多い） 語に いて 著である。喜界島の多くの方言に

は つのアクセント型があり、その各型の所属語 の は１ ３ 語にはさ の りは

ないの が、 語の さが くなれ なる 、ある の な の うに語

が していく が、喜界島 を て れることが した。㻌

さてここで、 ３ で した 詞のアクセントに をも そう。 によれ

++/+ のように がって る型で 現すると される「� つ」と「� 、� 、� 」が、

に して喜界島では +/+/ のように下がって る型で 現する、という を った。

を代表にして それ を示すと、次のようになる。�

�

(1 )  上 の を 数詞㻌 㻌 㻌 㻌  㻌    khu nu tu （ ）、 
Ɂi tu ta ri （ 人）、na na ta ri （ 人）、khu nu ta ri （ 人） 

 
その は、これまでの議論ですでに かであろう。�

そ くこれ の 詞は 体の さ（ ）が になってしまったために、

される ++/+ ではなく、+/+/ 型で 現したの と れる。つまり、 りのアクセン

ト型が 現しなかった は、 詞 体の さにある。�

                                                   
 この赤連方言の 合語の前部 のアクセント型を、 形と、 の 詞 QJD を た

形で示すと、次のようになる。�

 ， 型�

、 が��ha bi, ha bi  nga  ������� 、 が bin to R, binto R nga、� �

島、島が��sji ma,  sji ma nga、㻌 � � 、 が�ma mI,  ma mI nga、�
にんにく、にんにくが�hi ru,  hi ru nga、    、 が� ha na,  ha na nga 
、 が�bi ra,  bi ra nga、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 、 が��cji u ri, cjiu ri nga�

 ， 型�

、 が� ha ri, hari nga �������� 、 が�� ju R bi N, ju R biN nga � �

、 が���� gu ma, guma nga     
よも

、 が� Fu tu, Futu nga� � � �

、 が�� tuQ so R, tuQ soR nga�
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� 祖語系 詞のアクセント の �

今 は喜界島の中でも な 、「Ａ  Ｂ  Ｃ」 イ の合 を た方言

に を てて、喜界島語 のアクセント を した。今 は、「Ａ  ＢＣ」 イ

の合 を た 、 の 詞もさ に調査して、検討して る がある。  
これまでの議論か されるのは、「Ａ   ＢＣ」 イ の合 を た 、

方言では、「 つ、３つ、 つ、 つ、 つ、と 」がまとまって 型で 現し、「１

つ、 つ、 つ、 つ」がもう つの型に るのではないか、ということである。しかし、

もしこれ の方言に いても、 様、 の さの語 のアクセント型が

的な +/+/（++/+/�+++/+/）型に していく が存在するとすれ 、 い 詞がこの型

で 現する が い。�

なが 今 の調査では、この つの方言（ 、 ）の 詞について、この

ことを検 するために 分な ー が れなかったので、これは今 の調査の とし

たい。�

方、喜界島の に目を れ 、 、 にも、「Ａ   ＢＣ」 イ の

合 を た琉球諸方言は 多く存在する。たと 、 島 部の 内 の諸方言

がその 型 が、そのような方言では、今 したような「１つ、 つ、３つ、 つ、

つ、 つ、と 」  「 つ、 つ、 つ」のような型の 立が保たれているのではな

い ろうか。この の検 も今 の としたい。  
さ に と 様な「Ａ  Ｂ   Ｃ」 イ の合 を た方言は、喜界島

にも存在する（たと 、 島
よ な は

部島
さ はま

な ）。もしこれ の諸方言で、

喜界島のような さによる型の がな れ 、その 詞は、「１つ」 「 つ、３つ、

つ、 つ、 つ、 つ、 つ、 つ、１ 」のような型の 立を保って 現することが

されるが、そうなっている ろうか。これについても、今 の調査で したい。㻤㻌

 
 
子(1 ) の数を 島 の  

の 㻌 1 ： 1 、  
松森晶子( 11)「喜界島祖語に る � 型アクセント体系の所属語 赤連と�

の か 」 日本 子 部 1 �

ン 、 ン( ) の系 㻌 の 㻌 ： 、 
 

                                                   
� が、 に「Ａ Ｂ  Ｃ」このような イ の系列の 合を た方言に、 い 語

（ に 合語）が の に していく が く されるのではないかと

ている。この については、また稿をあ ためて論 ることとしたい。  


